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栄養ケア ✖ 緩和ケア2
穏やかさをもたらすケアで豊かに

⽣ききることができる︕

2022年3⽉19⽇
医療法⼈綾正会 かわべクリニック

看護師 川邉 綾⾹
ELC協会認定ファシリテーター

終末期がん患者さまにおいて、⾷欲不振は、予
後1ヶ⽉の時点で50%、さらに予後15⽇を切る
と80%を超える多くの⽅にみられる症状です。
「⾷べたいのに⾷べられない」「⾷べないとこ
のまま弱っていくのではないか」と⾔った患者
さまご家族さまの不安に、援助者として困った
経験はありませんか︖

⾷事・栄養

テレビ朝⽇
サタデーステーション Key message

• 苦しんでいる⼈は⾃分の苦しみをわかってくれ
る⼈がいると嬉しい

• ⽀えがあればどんなに苦しくても穏やかである
• ⽀えは3つ その⼀つが選ぶことのできる⾃由

（栄養・⾷事）
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苦しむ⼈への援助と5つの課題
（全体像） 本当に苦しみを聴けていますか︖

苦しみに気が付くには感性が必要

⼈は相⼿をわかったつもりになった瞬間から
相⼿の話を聞かなくなります。

そして、⾃分が良いと思う事を
相⼿のためになると決めつけてしまいます。

医療・介護従事者に多いブロッキング
• 患者が何を求めているかを把握しないで、
⼀⽅的にガイダンスをする。

• 興味や関⼼のあることには質問したくなる。
• 間違った考えや⾏動をしていると意⾒を⾔ったり怒りた
くなる。

• ⾃分が正しいと思う⽅向に誘導したくなる。
• ⼀般的な医学的常識に基づいた思い込みや勝⼿な解釈や
憶測で話をする。

• 指導的な⽴場で、上から⽬線で話をする。
• 医学的・薬学的な価値観を押し付けたくなる。
• 治療への意欲が少ないと思うと話す気がなくなる。

理解するよりも理解者になること
①私が相⼿を理解しようとする事は⼤切。
②でも、私は相⼿を100％理解することはできない。
③しかし、相⼿が私を「⾃分の理解者」だと思うこと
は可能性として残る。

④苦しんでいる⼈は、⾃分の苦しみをわかっ
てくれる⼈がいると嬉しい。

⑤どんな私であれば、苦しんでいる相⼿から⾒て
「わかってくれる⼈」になれるか。
それは「聴いてくれる私」である。
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9

⼈⽣の最終段階における苦しみとは︖

10

苦しみの構造

⾷欲ないけど
家族が「⾷べ」って
⾔うから…

味覚が変わって
⾷べたいものがなく
なった

希望︓⾷べたい
現実︓⾷べられない

希望︓⾊んなものを⾷べたい
現実︓味覚が変わって⾷べたいものがない

⾷べたいとは思うけど
⾷べられない。

希望︓⾷べたくない
現実︓家族のために⾷べている

患者さん

⼈⽣の最終段階における
栄養に関しての苦しみ

⾷べてくれない。
⾷べないと弱る。

何を⾷べさせたら
いいかわからな
い。

⼈⽣の最終段階における
栄養に関しての苦しみ

体重が減った。

希望︓⾷べて元気になってほしい
現実︓⾷べてくれない 弱っていく

希望︓何か⾷べて欲しい
現実︓何を⾷べさせたらいいかわからない

希望︓太ってほしい
現実︓体重が減った

家族さん
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答えられる苦しみ・答えられない苦しみ

穏やかではない理由の1つに、
「なんで私が…こんな⽬にあうの︖」という答えられない

問いかけが含まれます。この苦しみに対する援助を⾔葉にすることは、
⼈⽣の最終段階において最も難しいテーマです

答えられる苦しみは
改善に努めましょう。

苦しみをキャッチする

答えられること答
f
g
h
i
j
k
l

⼈は苦しみを抱えながら穏やかになれるか︖

苦しみから学ぶこと 3つの⽀え
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選ぶことができる⾃由
「〜を選ぶことができると穏やか」＝穏やかになる条件
考えるための視点

選ぶことができる⾃由

本当は⾃分でやりたいことを、信頼できる相⼿にお願いする。本当
は会社を⾃分で経営したい、盆栽の⼿⼊れをしたいなど。

【⼿放す・ゆだねる】

栄養の選択肢として経⼝、経管栄養、点滴などがある。
また、間もなくお迎えがくる状況であったとしても、⼝腔ケアは最後
まで介護・家族ができる。

【栄養】

医療・介護費の負担、また家族の⽣活にかかる各種⾦銭⾯での
負担が少ないなど。

【お⾦】

選ぶことができる⾃由

どのような患者さんの⽀えと
なるのか︖

〜事例紹介〜
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清さん 83歳 男性
肺癌末期（予後3-4か⽉）

家族構成︓⼀⼈暮らし

⼈ととなり︓
元々⿂の卸売市場で働いていたため⾃炊は得意。妻
を亡くした後も⾃炊をしていた。
最近、台所に⽴つが⾯倒で「もうええか」が⼝癖。
疼痛や呼吸困難などの⾝体的苦しみはなし。

• 料理が得意だったが、だんだんと作るの
が⾯倒になり、パターン化している。

• 作ったとしても、⼀⼈やし、⾷事してい
ても味気ないし、楽しみない。

• ⾷事付きデイサービスには⾏きたくない。
• 究極、栄養の⽸々を飲んでいたらいいん
やろ。

栄養に関しての苦しみ

⾷事状況
訪問診療開始時

朝︓菓⼦パン1個
昼︓お供えのまんじゅうなど
⼣︓おにぎり、焼き⿂（スーパーの惣菜）

朝︓菓⼦パン1個
昼︓炊き込みご飯（スーパーの惣菜）
⼣︓昼の残り物、栄養補助⾷品

毎⽇代わり映えのしな
いものばかり

訪問時に⾷事内容を聴き取りするだけでなく、
今までの過去を振り返り、
どのような料理が得意だったのか︖
奥様との思い出の⾷事は何だったのか︖
など具体的に
料理に対しての想いを聴きました。

主語は患者
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選ぶことのできる⾃由（栄養）

清さんの希望・⽀えは何か︖
• 簡単に作れるもの
• 料理を作る楽しさ
• 美味しいと⾔ってもらえる喜び
• おもてなしの精神が強いA⽒にとって料理を作
ることが何よりも嬉しい時間

結果

私たちの訪問に合わせて、前に管理栄養⼠と作っ
たものをもう⼀度作り、
「ちょっと、味⾒してー。味薄いか︖」
「先⽣達にお裾分けするわな。タッパーに⼊れた
から持って帰って︕」
と表情も明るくなりました。

たとえ、清さんの⾷事摂取量は少なかったとして
も、清さんにとって『作る喜び』『おもてなし
ができる』ことが⽣きる⽀えであった症例。

⼈⽣の最終段階の⼈が選ぶことのできる
⾃由のひとつとして『栄養・⾷事』を選
ぶことができ、穏やかに⽣ききることが
できる。

まとめ

「⾯」×「深さ」＝「⽴体」
・・・この⽴体の⼤きさ＝豊かさ

豊かに⽣ききるとは︖

＝聴く⼒＝信頼関係を広げる
＝安⼼感
＝委ねられる存在
＝穏やかさの提供

豊かさ

「⾯」的な広がり
選択肢を広げる

＝選べる⾃由の提供
「深さ」的な広がり
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ご清聴ありがとうございました。

ホームページ Facebook

参考
「死を前にした⼈にあなたは何ができますか」医学書院

エンドオブライフケア協会 ⼩澤⽵俊 先⽣

東⼤阪プロジェクト
YouTube


